
 

2024 年度  

SSH 授業研究会 
『学際的な学び』とは何か 

学校法人市川学園 
市川中学校  ・  市川高等学校 





目次（スケジュール）

配置図（実験室・教室等） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

学習指導案 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
■３限目 （10：35～11：25）

構造読解Ⅰ（高１） 本館 1 階 「リーディング・ワークショップ」   大澤和仁

数学Ａ  （中３） 南館 2 階 「投象を行う活動を通した図形の見方」 松本昌也

探究化学Ⅱ（高２） 北館 1 階 「塩分と健康、塩分濃度測定実験の計画づくり」 

  舩橋秀男

  生物基礎 （高１） 北館 2 階 「感染症の歴史と医療の発展」   樋口勇太朗

  理科Ⅰ  （中２） 南館 4 階 「中和滴定時の電気伝導度（電流値）の変化」

田島 明

■４限目 （11：35～12：25） ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9
国語   （中２） 南館 4 階 「随筆から始める分野横断」 南 信彦

数学Ⅱ  （高１） 北館 2 階 「指数関数と対数関数（数学Ⅱ）」 原田圭祐 

探究物理Ⅱ（高２） 北館 1 階 「波動分野におけるアクティブ・

ラーニング（AL）型授業」 野原大輝

化学基礎 （高１） 本館 1 階 「身近な体験とサイエンスを繋げる学習」宮澤雄宇基

理科Ⅰ  （中１）  北館 1 階 「結晶をミクロな視点でみてみよう

～「規則性」と「対称性」～」  乾 大介

 理科Ⅱ  （中２） 南館 4 階 「大気大循環と気候区分」    南里翔平

■分科会① 3 限の公開授業（13：10～13：40）  ■分科会② 4 限の公開授業（13:50～14:20）
構造読解Ⅰ（高１） 多目的ホール  国語   （中２） 多目的ホール

数学Ａ  （中３） 第１生物室 数学Ⅱ  （高１） 第１生物室

探究化学Ⅱ（高２） 第１化学室 探究物理Ⅱ（高２） 第１物理室

生物基礎 （高１） 第２生物室    化学基礎 （高１） 第１化学室

理科Ⅰ  （中２） 第２化学室    理科Ⅰ  （中１） 第２化学室

理科Ⅱ  （中２） 第２生物室

■基調講演 （14:30～16:00）多目的ホール

宮野公樹氏  京都大学学際融合教育研究推進センター 准教授

■市川学園の取り組み ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20





「校舎全体図」公開授業

古賀記念
アリーナ

國枝記念 
国際ホール

北 館

本館

エントランス

1F1F

2F

南 館

3F

事務室 受　付

3F

4F

5F

４限：数学Ⅱ　    4-5

３限：探究化学Ⅱ
　    ４限：理科Ⅰ 

４限：探究物理Ⅱ 

３限：生物基礎　4-10

多目的ホール

化学室生物室

高校1年

4F

３限：数学 A   3-5

高校棟 中学棟

物理室

中学３年

2F

1F

1F

３限：理科Ⅰ   2-3
 ４限：国語  　 2-6
 ４限：理科 Ⅱ  2-7

中学２年

第三教育センター
     （図書室）

　 ３限：構造読解Ⅰ   
　 ４限：化学基礎

1





３ 限



構造読解Ⅰ 学習指導案 

授業担当者：大澤 和仁 

 

１．日  時：2024 年 11 月 30 日（土） 第 3 時限 

２．担当学級：高校 1 年 3 組 在籍 41 名 

３．使用教室：第三教育センター（校舎玄関脇） 

４．単元名：短編小説を読む（リーディング・ワークショップ） 

短編小説を創作する（ライティング・ワークショップ） 

５．単元観・教材観 

中学１年生から第三教育センター（図書室）で多様なテーマの文章を読み、多様なジャンルの創作活

動を行なってきた。 

今回の単元は、最初に様々な作家の短編小説を読み、実際に自身で創作し、更に再度短編小説を読み

直すことで作家の文体や工夫点に気がつくことが期待できる。 

 

６．指導計画： 

［２学期前半］ 

１～３時限目：短編小説を読む：読書通信参照 

４・５時限目：過去の生徒作品を読む 

６～１２時限目：短編小説を創作する 

 

［２学期後半］ 

１時限目：考査返却 

２・３時限目：各自が創作した作品を読み合う・投票（クラス代表作品の決定） 

（４～１０時限目：評論読解プレゼン ※別単元） 

１１時限目：短編小説を読む【本時】 

１２・１３時限目：各クラスの代表作品を読む 

 

７．本時の目標： ①自らの創作体験をもとに、表現や構成に着目して短編小説を読む。 

         ② ①をとおして、作家の文体や工夫点に気がつく。 

 

８．本時の学習活動 

 ①前回の振り返り、内容の共有 

②それぞれが本を選び、短編小説を読む 

③各自が考えたことの共有 

④まとめ 
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数学科 学習指導案 

授業者 松本 昌也 

1. 日時   令和 6年 11 月 30 日 土曜日 第 3校時 

2. 場所   S-205教室 
3. 対象   中学３年５組 (男子 27 名 女子 15名 計 42名) 

4. 学級所見 

数学に対するモチベーションが高く、授業に対する意欲が高い。学級全体的に過去に学んだことと

結びついたり、納得したりするとリアクションをとることが多い。発言は全体的にする子が多いが、

全くしない子もいる。ただ、話を聞いていないわけではなく、うなずいたり、首を傾けたりと素直な

反応をとる。基礎学力は定着しており、授業の復習等は各自行われているが、初めて学ぶ事柄に対し

て、積極的な生徒と受け身の生徒の二極化している。 

5. 単元名 数学 A 第２章 図形の性質 第４節 空間図形 

単元観 

 空間図形においては主に「①直線・平面の位置関係、②投影図・展開図・平面による切断による立

体の平面化や平面図形を回転させて立体を作るなどの次元の上げ下げの操作、③求積」を行う。小学

校算数科において①は直方体など具体的な立体図形の構成要素に対して、直線や平面の平行・垂直に

関して、②は展開図に関して、③角柱の体積に関して扱っている。中学において①では一般的な直線

や平面の位置関係を扱い、②は投影図や切断による平面化を扱い、③では球の体積や正四面体の体積

などを扱っている。数学 Aでの空間図形の取り扱いとしては、②③が主な扱いであり、特に②では立

体図形を平面グラフにすること（オイラーの多面体定理）や２直線の垂直性を調べる際に直線を含む

平面と直線の垂直性を調べる（三垂線の定理）といった次元の下げたり上げたりすることを行う。 

本単元ではその次元の上げ下げによる幾何学的操作を自然に行え、直感的な空間創造力を育成しつ

つ、演繹的な推論によってその妥当性を考えることを行う単元である。また、平面図形で成り立つ事

柄が空間図形でも成り立つのかといった類推による命題の創造を扱うことができる単元である。 

6. 指導計画 

・ 三角形の性質 （12 回） 

・ 円の性質 （9回） 

・ 空間図形 （10 回）＊本時 10回目 

・ 作図 （5回） 

7. 本時の学習指導と目標 

(1) 本時の教材観 

絵の正面など普通に絵を見る場所から見ると、歪んで見え、絵の端など特殊な一点から眺めた時だ

け正常に描かれた絵をアナモルフォーシスや歪み絵という。特に描かれた絵を鏡を通して見ることで

正常に描かれているように見えるものを反射光学的アナモルフォーシスといい、円錐や円柱、四角錐

などの側面が鏡として利用される。このアナモルフォーシスは 16世紀ごろからヨーロッパで発展し

ており、透視図法が用いられる。透視図法はレオナルド・ダヴィンチなど有名な画家が用いている図

法で、数学的に見れば射影と切断の考え方を用いており、この考え方は射影幾何学の発展に寄与して

いる。そのため数学教育において本題材は、美術に潜む数学を学ぶだけではなく、立体図形の性質を

平面化して考えるという次元を意識した考え方が学べる題材である。また元の絵と映し出される絵を

比較することで座標変換の考え方を学ぶことができる題材でもある。本授業では、現物実験を通して
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アナモルフォーシスの原理をモデル化し、平面に落とし込んだ上で幾何学的な考察を行い、次元を意

識した考え方を扱う。 

(2) 本時の指導観 

これまで空間図形において測量等で平面化して考えるということは行なっているが現実事象として

平面化することは行なっていないため、自発的に平面化して考えようとしない可能性がある。生徒同

士のコミュニケーションは頻繁に行われるためグループを作り、生徒同士の会話の中でこの考えを引

き出したい。必要に応じて発問等も行う。また、数 Iの学習した三角比を用いた計量も行うが、学習

したばかりのため適宜発問を行い、三角比を利用できるよう促す。 

(3) 本時の指導目標 

① 空間図形における現象を平面化し考えることができる 
② 現実事象の問題をモデル化し数学の世界で考えることができる 
③ 適切な座標設定や条件を設定して測量することができる 
④ 絵画の世界を数学的な側面で考えることで数学の実用的な価値やよさを認識できる 

(4) 本時の展開 

時間 学習内容と学習活動 指導上の留意点 

導入 

（１０分） 

○ 光学的アナモルフォーシスの現象を把握する。 

 配布された紙にかかれた絵が何を表すのか考える。 

 実験を行い、現象を確認する。 

 平面にかかれた像と鏡に映る像の対応を調べる。 

 グループで活動させる。 

 事前に作成した円錐鏡（高

さと母線のなす角が 30°

となるように作成）を配布

する。 

展開１ 

（１０分） 

○ 現象をモデル化（図１）する(△OABを円錐の立面図、S

は視点、P は鏡に映る像、Q は P に映る平面上の点)。 

 

図１ 

 視点を無限遠点にとり、鏡にかかれる図形は底面に映

っているとみて考える。 

 平面化して考える。 

 直線や曲線について考える

ためには点を考えればよい

という視点を見出させる。 

 

 視点の設定の際に、無限遠

点について説明を行う。  

展開２ 

（２５分） 

○ 実像と虚像の点の関係から位置を特定するために、測量

を行う。 

 高さと母線のなす角を𝛼𝛼とすると、PB:BQ = cos 2𝛼𝛼 : 1 

であることを示す。 

 今回利用している模型は𝛼𝛼 = 30∘なので、PB:BQ = 1: 2

であることを利用して GeoGebra で平面上に絵をかき、

鏡に正しく映るか確認する。 

 数 I三角比の内容を利用さ

せる。 

 iPad で GeoGebra を利用さ

せる。机間巡視を行い操作

に困っている子がいないか

確認する。 

まとめ 

（５分） 

○ 様々な美術作品を見てみることで内在している数学的な

事象を考える。 

 アナモルフォーシスを利用

した作品を紹介する。 
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探究化学Ⅱ（＋家庭科） 学習指導案 
市川高等学校 

授業者・教材作成（化学部分）： 舩橋 秀男 
教材作成（家庭科部分）：熊本 麗香 

 
日    時 ： 2024 年 11 月 30 日（土） 第 3 時限 

 
学    級 ： 高校 2 年 1 組（38 名） （実施場所：第 1 化学室） 

 
学 級 観 ： 普段の授業態度は良好で、講義も真剣に聞き、生徒実験では積極的に活動できるクラスである。

教室での演示実験等においても大変興味を持って観察する生徒が多い。 
 
教    材 ： 「高等学校 化学」 （啓林館）、「スクエア最新図説化学」（第一学習社） 

授業プリント 
 

単    元 ： 第 2 部 物質の変化と平衡 第 4 章 化学平衡 
          第 2 節 電離平衡（本時：沈殿滴定（モール法）について、実験の事前準備） 

 
本時間の目標：  生徒たちは高校 1 年次に化学基礎全範囲、高校 2 年次の 2 学期中間考査までに物質の状態

（気体や溶液など）、熱化学、電池電気分解について学んできている。中間考査以降は反応速

度と化学平衡の単元に入り、本時までに教科書内容は学習済みである。今回および次回では、

直前に学んだ溶解平衡について、沈殿滴定（モール法）を用いた醤油の塩分濃度を測定する

実験を行い、溶解平衡や身近な物質と化学のつながり等に対する理解を深めることを目標とす

る。2 回分の授業の 1 回目（本時）では、沈殿滴定の概要の学習および実験計画の立案を行い、

2 回目の次回に、立てた計画に沿って実際に実験を実施する。身近な食品の成分に関わる内

容なので、家庭科教員の協力のもとで、食品・塩分と健康についての学習も導入で行う。 
 
本時間の指導内容 

展開・時間 指導事項・指導内容 指導上の留意点 

講義・演習 
15 分 

食品・塩分と健康について、家庭科的な

観点から説明。その後沈殿滴定（モール

法）の原理について講義する。 

・パワーポイントを用いて簡単に説明する。 
・沈殿生成については教卓で演示。 

実験計画の

立案 
35 分 

グループワーク 
次回の実験に向けて、プリントに沿って

必要事項を整理し、最終的には班として

の実験計画を立案する。 
 
時間に余裕がある班は、予備実験を行っ

てもよい。 

・班ごとに教え合いながらプリントを進め、実

験計画を立てさせる。 
・教員は机間巡視しながら様子を見るが、基

本的な質問に答える程度で、できる限り生徒

たち自身の力で計画を立てさせるように導く。 
・班内での話し合いで解決しないならば、他

の班の生徒と相談しても構わない。 
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理科 生物基礎 学習指導案 

 

授業者：樋口 勇太朗 

 

1. 日時：2024 年 11 月 30 日(土) 3 限目  

2. 教場：北館 2 階 4 年 10 組教室  

3. 学級：4 年 10 組 37 名 (男子 22 名 女子 15 名)  

4. 学級観：10 組は高校から入学した生徒(高入生)のクラスである。授業中は比較的静かな雰囲気

で個々集中して臨んでいるが，実験やグループワークでは熱心にクラスメイトと意見

交換をおこない，力を合わせ取り組んでいる生徒が多くみられる。また，授業後すぐ

に質問にくる意欲的な生徒も何名かいる。生徒によって中学理科の知識に差があるた

め，定期的に中学理科の生物の内容を復習しつつ授業を展開するようにしている。 

5. 単元：免疫グループワーク『感染症の歴史と医療の発展』 

6. 単元観：『今までの人類の歴史の中でどのような感染症が生じてきたのか』，『当時の人類はどの

ようにその感染症へ対応してきたのか(歴史的背景を踏まえて)』，『その感染症は現代医

療においてどう対応されているのか(過去と現在の比較)』をこれまでに学習した免疫の

内容を基に，グループで文献調査や意見交換をおこないながらまとめさせる。 

7. 使用教材：教科書 生物基礎(数研出版) 

副教材 リード α生物基礎(数研出版)，高校生物実験書(市川学園オリジナル) 

8. 指導計画：第 3 章 ヒトの体内環境の維持 第 3 節 免疫のはたらき 

      1 からだを守るしくみ―免疫― (1 時間) 

      2 自然免疫 (1 時間) 

      3 実験 抗菌作用(リゾチームのはたらき) (2 時間) 

      4 適応免疫 (2 時間) 

      5 免疫と病気 (1.5 時間) 

      6 免疫グループワーク『感染症の歴史と医療の発展』(2 時間) ← 本時 

9. 本時の目標：①免疫分野(第 3 章第 3 節)の復習を経て，知識の定着をはかる。 

       ②文献調査をおこなうことで，生徒各自が興味･関心のある免疫分野をより深く理

解してもらう。 

③歴史的背景を踏まえながら，過去と現在の感染症対応を比較することで，現代

医療の発展について学際的に思考させる。 
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10. 本時の展開 

 

 

 

 指導内容 指導上の留意点 

導入 

(5 分) 
・『免疫とはなにか』を復習する。 ・復習の際，ランダムに指名する。 

展開① 

(7 分) 

・生徒各自の興味･関心がある感染症

ごとにグループ(1 グループ 4 人程

度)を作らせる。 

・『炭疽』を例にあげ，パワーポイント

を用いて作成した資料を紹介する。 

・事前に生徒各自に興味･関心がある

感染症を選択させる必要がある。 

・知名度が高い感染症については複数

グループを作らせる。 

・教員が例をあげて紹介することで，

生徒が資料を作成しやすくする。 

展開② 

(35 分) 

・グループで文献調査や意見交換をお

こなわせながら，パワーポイントを

用いて資料を作成させる。 

・机間巡視をおこないながら，各グル

ープが作業に集中できているかを

確認する。 

まとめ 

(3 分) 
・作成した資料を提出させる。 

・教育プラットホームである Classi 上

に提出用フォルダを事前に作成し

ておく。 
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中学２年 理科Ⅰ 学習指導案 

授業者：市川中学校・高等学校 教諭  田島 明 

Ⅰ．日時 ： ２０２４年１１月３０日（土） 第３時限目（１０：３５～１１：２５）  

Ⅱ．場所 ： 南館４Ｆ ２－３教室  

Ⅲ．学級 ： 中学校２年３組（４２名） 授業に対する 意欲は学年の中では平均くらいである。実験やグル

ープワークが実施しやすい。  

Ⅳ．教材 ： 本校オリジナルテキスト「実験書～中学化学編～2024 年度版」をベースにしたプリントを使

用。 

Ⅴ．本時の目標（生徒） ： 

・中和の際のイオンの変動についての理解を深める。

・結果の違いから、科学的に根本的原因はなにかを思考する。（科学的思考力の向上を図る）

・グループで話し合う中で、自分の情報を相手に正しく伝える力を伸ばす。

・グループで話し合う中で、他者の意見を聞き出す能力を身につける。

Ⅵ．本時の展開 

10:35～10:45  前回の授業の復習と本時のプリントの説明 

10:45～10:55  演示実験 （生徒は実験結果をメモする） 

10:55～11:20  グループワーク 

11:20～11:25  まとめ 

Ⅶ．授業について 

前回の授業で、電気伝導度滴定の実験を行っている。その授業では、完全に沈殿が起きる硫酸と水酸化

バリウムで生徒実験をさせている。今回の授業では、教室で電流計をパソコンにつなぎながら、塩酸と水酸

化ナトリウムの中和を行い、電流値を測定する演示実験を行う。その後、前回と今回の実験でのグラフの違

いを、グループを作って考察させ、グループ内で何が話し合われたかをワークシートに書かせる。主体的、

対話的な学びができているかどうか、思考・判断・表現力がグループワークで発揮できたかをワークシート

から評価する方法を開発する。 
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国語科学習指導案（SSH 授業研究会）

学校名 市川中学校・高等学校 

授業担当者  国語科 南 信彦 

日時・教場 2024 年 11 月 30 日（土）第 4時限 中学校 2年 6組教室（南館 4階） 

対象学級  中学校 2年 6組（42 名） 

科目名   国語（3単位） 

1. 単元名   齋藤亜矢『ルビンのツボ』を読む 

2. 本時の授業名  随筆から始める分野横断 

3. 本時の使用教材

 ・齋藤亜矢『ルビンのツボ――芸術する体と心』（岩波書店、2019.6）より、「チンパンジーとア

ール・ブリュット」（pp.16-23）

・齋藤亜矢『ヒトはなぜ絵を描くのか――芸術認知科学への招待』（岩波書店、2014.2）

・渡辺茂『美の起源―アートの行動生物学』（共立出版、2016.8）

4. 単元観・教材観

2学期・3学期を通して、齋藤亜矢『ルビンのツボ』を 1冊読み通す授業を計画し、実施中であ

る。次の①～③の活動を、2学期前半・2学期後半・3学期の 3回にわたって繰り返している。 

①本文を読む

②本文をもとにして哲学対話をする

③各自の問題意識をもとに、本文を踏まえた評論または随筆を書く

 本書は芸術認知科学の専門家による随筆であり、著者の専門分野であるサイエンスとアートの

両方を行き来しながら展開していく。特定の分野のみに留まらず、複数の学問領域を横断してい

く学際的な観点をもつ教材である。 

5. 本時の目標

 ・複数の文章の読み比べを通して、「チンパンジーとアール・ブリュット」に書かれていること

への理解を深める。 

6. 本時の学習活動

・ 「チンパンジーとアール・ブリュット」の内容確認。

・ 『ヒトはなぜ絵を描くのか――芸術認知科学への招待』『美の起源―アートの行動生物学』の

2つの文章を読む。 

 ・上記の 2つの文章を参照しながら、「チンパンジーとアール・ブリュット」に書かれているこ

とへの理解を深める。 
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数学科 学習指導案
授業者：原田 圭祐（数学科）

太田 竜一（社会科）

1. 日時 2024年 11月 30日（土） 4時限目

2. 学級 4年 5組（内進選抜クラス） 男子 22名 女子 20名 計 42名

3. 主題 対数や三角関数を用いた「積」から「和」への変換

4. 主題の考察・目標
現在，高校 1年生（内進生）は『指数関数と対数関数（数学 II）』を学習している。その中で，対数の性質

loga MN = loga M + loga N ( a > 0，a ̸= 1，M > 0，N > 0 )

を学習済みであるが，このような性質をもつ対数の起源について学習する。大航海時代と呼ばれた 16世紀末，ジョン・
ネイピア（1550 - 1617，スコットランド）は，乗船している学者たちの計算の負担を減らすべく，積を和に変換する方法
を模索した。その時代には既に，三角関数の積を和に変換する公式が知られていたが，ネイピアはそれをさらに高速に行
う方法として，対数の起源にあたるものを生み出した。対数の歴史を学ぶ中で，現代に生きる我々が扱っている対数は，
大航海時代の対数から遥かに改良を加えられたものであるということを理解すると同時に，今持ち合わせている武器を
駆使すると，「積を和に変換する」というネイピアが立ち向かった壁をどのように乗り越えられるのか，生徒同士で考え
させ，理解させる。

5. 指導観
対数に限った話ではないが，各分野の歴史的背景を織り交ぜながら学習することで，現在学んでいる数学がいかに長い
時間をかけて発見されてきたものなのか，ということを体感させたい。また，数学史の学習を通じて，「なぜそのようなこ
とを考えようと思ったのか」という視点を持つ習慣を身に付けさせることで，日頃の授業や家庭学習においてつねに「本
質はどこにあるのか」を意識しながら思考することができるようになると考える。さらに，歴史から学んで終わりではな
く，それにアレンジを加えて改良するという力は，彼らがこの先進む大学や社会というステージにおいても非常に重要と
なる力であるため，それを育むためにも，必要以上に誘導をすることなく授業を展開していきたい。

6. 本時の展開
過程 学習内容 指導上の留意点
導入
（5分）

対数が生み出された大航海時代（16世紀末）の時代
背景を説明する。その上で，積を和に変換するという
操作自体が，当時の時代から求められていた操作であ
るということを理解させる。

展開 1

（20分）
対数の起源について説明を行う。対数の生みの親で

あるネイピアがどのような発想で積を和に変換しよう
と考えたのか，そしてその過程の中で小数点を用いた
表記が生み出されたという事実や，ネイピア数につい
て紹介する。

あくまで紹介程度にとどめ，時間をかけ
過ぎないようにする。

展開 2

（25分）
対数や三角関数などの現在持っている知識を利用し
て，96712× 86791を例に，積を和に変換するという操
作を各自で行う。

数分経過したらフリーで議論させ，常用
対数表や三角関数表が欲しいという声を生
徒から引き出す。

1
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探究物理Ⅱ 学習指導案 

 授業者：野原 大輝 

1. 日時：令和６年１１月３０日

2. 対象：５年３組

3. 単元名：波動 位相

4. 教材観

本教材は米国の物理教育研究で開発された Physics Suiteとよばれるアクティブ・ラーニングを主体とする授

業手法・教材群の一つである「相互作用型演示実験講義（Interactive Lecture Demonstrations）：ILDs」の手

法を参考にしたものである。ILDsの展開の特徴は，学習者が陥りやすい誤概念を含んだ物理概念を中心とした複

数のユニットから構成されており，各ユニットで 5〜8 つの演示実験で構成されている。各ユニットの一連の演

示実験を通してその現象の根底にある物理概念について理解を深めていくが，各演示実験に対しては「予想→討

論→結果→討論」の展開をとる。この展開において，学生や生徒同士の討論によって誤概念や素朴概念を表出，

共通認識させることによる学生や生徒同士の考え方の差異と演示実験の結果に対する認知的葛藤を促し，活発な

討論とメタ認知を経て概念形成を目指す。

本授業で扱う内容である位相とは，波の振動の進み具合のことであるが，時刻と位置の両方に関係している物

理量である。位置的な変化である「波形の移動」と時間的な変化である「各点の振動」の両者を理解することが

必要である。教科書において位相は，しばしば単振動に対応する等速円運動の回転角で説明され，正弦波の式

𝑦𝑦 = 𝐴𝐴 sin 2𝜋𝜋 �𝑡𝑡
𝑇𝑇
− 𝑥𝑥

𝜆𝜆
�の2𝜋𝜋 �𝑡𝑡

𝑇𝑇
− 𝑥𝑥

𝜆𝜆
�が位相に相当すると説明されるが，概念として理解するには大変難しい。波

の伝搬を考えたときに，生徒は日常的な経験から波が通過した点の振動は周期的な振動をイメージすることが多

く，連続波でもパルス波でも各点の振動は連続的であるという素朴概念を持っていることを示唆する調査報告も

ある。 

本授業では文脈を変えながら位相に関する現象について問う。その問いについて生徒どうしの予想を共有する

ことで議論を展開し，演示実験で現象を確認しながらメタ認知を促す。 

5. 生徒観

理系で物理を選択した集団であるが，物理について苦手意識を持つ生徒が多くいる印象がある。また，物理の

授業の参加について消極的である生徒も一定数存在する。生徒どうしで話し合うことについては積極的であるよ

うに感じるが，深い理解に至るまで徹底的に議論する経験はほとんどなく，全体に対して生徒一人一人が自分の

考えを素直に表出することに関して抵抗がある印象がある。

6. 指導観

これまでの物理授業では知識の確認については生徒どうしの対話を通じて確認する場面は多く経験させてい

るが，概念の理解に迫る深い思考を共有し，生徒自身が持っている考えについて議論する場面はほとんど経験し

ていない。班活動において積極的に議論を促すとともに，少数の考えについても授業者が積極的に触れるようフ

ァシリテートすることで素直に自分の考えを表出しても安心であるという実感をさせながら，多様な考えについ

て積極的に議論するように促す。

7. 本時の目標

波の伝搬と各点の振動に注目した波動概念（位相）を定着させる
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8. 本時の展開

過
程 

指導内容（学習内容） 
指導
形態 

主な学習活動 
（生徒の活動） 

指導上の留意点 

導
入 
 
10
分 
 

⒈ 概念調査

⒉ 本時の活動の説明

個人 

班 

○位相概念についての調査に答える

○本時は１つの演示実験について「個

人で予想→班討論→全体討論→結果の

確認→全体討論」の流れで進めること

を確認する。

○生徒の概念変容の評価材料と

する

○素直に積極的に自分の考えを

発信できるように動機づける

展
開 
 
30
分 

⒊ 演示実験１

⒋ 演示実験２

⒌ 演示実験３

⒍ 演示実験４

⒎ 演示実験１〜４のまと

め（概念のメタ認知）

個人 

班 

一斉 

班 

一斉 

○個人の予想 
○班討論 
○全体討論 
○結果の確認 
○班討論 

○演示実験１〜４について，波の移動

と各点の振動はどのような関係になる

か

○教員は各班をまわりクラス全

体討論のファシリテートの準備

をする

○各班の考え方を分類しておく

○全体討論の際は，発言してく

れた生徒や班員を積極的に評価

する

○一連の演示実験を踏まえて，

一般化できるように促す

ま
と
め 
 
10 
分 

⒏ ふり返り（概念および

自らの学習に対するメ

タ認知）

⒐ 確認テスト

個人 

個人 

○課題解決に役立った考え方，難しか

ったこと，気づいたことを振り返る。

（どの生徒（班）の意見で自分の考え

が変容したかを中心に振り返る）

○位相概念についての調査に答える

○本時の感想にならないように

注意を促す

○生徒の概念変容の評価材料と

する

9. 授業評価
① 確認テストによる概念変容（知識，思考力）

② 自らの考え方の変化，他者との考え方の変化について把握できているか（主体的に学習しようとする態度）

（ 
   

）

（ 
  

）

（

   

）
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高校１年 化学基礎 学習指導案 
授業担当者 宮澤 雄宇基 

１．日時：令和 6 年 11 月 30 日（土）４時限 
２．場所：第三教育センター（図書館） 
３．学級：４年４組 42 名 

＜生徒観＞ 
授業に対する姿勢が良く、学ぶことに対するモチベーションは高い。 
＜学年全体の生徒観＞ 
10 月から 11 月にかけて次年度のコース（理系、文系）選択があったことにより理系選択生徒は理科の授業

に対するモチベーションが向上しているのに対し、文系選択の生徒の一部は授業に対するモチベーションが

低下気味であり、集中力がない生徒が散見される。 
４．主題：科学的根拠を持って料理を作る 
５．教材：第三教育センター蔵書⇒今回の取り組みに向けて、第三教育センターと連携し料理に関わる本を購入

してもらい特設展示コーナーを設置した。 
６．指導観 

高１では物理基礎、化学基礎、生物基礎の３科目をそれぞれ２単位ずつ履修している。高等学校学習指導要

領によると、これら「基礎」を付した科目では「日常生活や社会との関連を図りながら」それぞれの科目の

内容を理解し、「科学的に探究するために必要な観察、実験を行う」とされている。本計画では、日常生活の

中の「料理」を題材としているが、「料理」を美味しく作るという過程には物理、化学、生物の各分野の枠を

超えて様々な科学的要素が含まれている。したがって、自身の好きな料理を楽しむ過程の中で「科学的な根

拠を持つ」ということを強調すれば、比較的容易に料理の中に科学を見いだすことができると考えられる。

この学習を通じて、自分なりに論理を持って日常生活を送れるようになることを期待する。 
７．指導計画 

１時限目 第三教育センターで料理に関わる本を探す【本時】 
  冬休み  実際に料理を行う、資料を作る（冬休みの課題） 
  ２時限目 資料の共有、フィードバック 
８．本時の目標 

① 料理を美味しく作るためには科学的根拠を持つことが必要だということに気付かせる。 
② 冬休みに自分が興味感心を持って取り組めそうな料理を見つける。 
③ 上述の料理の中にどのような科学的要素があるかを見つける。 

９．本時の学習活動 
① 教員が取り組んだ料理の事例の紹介、課題の意図の説明、取り組み方の説明 
② 第三教育センター内の書籍を調べる 
③ 自分が冬休みの取り組んでみたい料理、着目すべき科学的要素を振り返りシートに記入 
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中１理科Ⅰ 学習指導案

授業担当者 理科（化学科） 乾  大介

 数学科 萩原 一光

１．日 時：2024 年 11 月 30 日（土） 第４時限 
２．学 級：中学１年２組 在籍 41 名 
  生徒観：意欲的に授業に参加する生徒が多く，発言や活動も活発である。大半の生徒が中

学受験期に学んだ理科の知識を身につけているが，現象を説明する力や観察を通

してものごとを考察する力には伸びしろがあり，実験や観察を中心とした授業を

展開することで知識を活用したり理解を説明したりする力を養う必要がある。

３．教 場：北館１階 第二化学室

４．単元名：探究学習③「ミョウバンの結晶づくり（結果の考察）」

結晶の“規則性”と“対称性”

５．指導計画

第１時 実験「薬包紙，駒込ピペットの使い方」

第２時 実験「再結晶・ろ過」

第３時 実験のふり返り，溶解度曲線

第４時 探究学習①「ミョウバンの結晶づくり（仮説を立てる）」

第５時 探究学習②「ミョウバンの結晶づくり（仮説の検証）」

第６時 状態変化と質量，体積

第７時 実験「パルミチン酸の凝固点測定」

第８時 実験「液体窒素を使った超低温での物質の状態の観察」

第９時 探究学習③「ミョウバンの結晶づくり（結果の考察）」≪本時≫

第 10 時 実験「ワインの蒸留」 
第 11 時 実験のふり返り 

６．単元・教材観

（１）ミョウバンの結晶づくりを題材とした探究学習の導入

  本校中学１年生理科Ⅰでは，英国で開発された科学の文脈で認知的発達を促進し，論理的

思考力の育成をはかるカリキュラムである CASE（Cognitive Acceleration through Science 
Education）に基づいて１学期の初回授業から３回にわたり Thinking Science を教材とした

授業を行っている。この中で，ものごとの変数（入力変数，出力変数）や変数の間の関係性，

相関，それらの制御について学習しており，以降の授業でも一貫して変数に注目させながら

授業を展開している。

  ２学期の中学１年生理科Ⅰでは，「水溶液の性質」「物質の状態とその変化」の節を扱って

おり，教科書にはこのミョウバンの結晶づくりの方法が示されており，どのような工夫をし

たら大きな結晶ができるのかという問いが立てられている。本単元では①～③の計３時間に

わたり，ミョウバンの結晶づくりを題材として探究学習を行っている。
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ここで，科学的な探究の手法を「現象・事象を観察する（テーマの模索）」⇒「課題（問い）

を設定して仮説を立てる」⇒「実験計画をもとに検証する」⇒「結果を論理的に考察する，

他者に伝える」と位置づけ指導しており，今回の題材のミョウバンの結晶づくりにおいても

この手法を用いている。「現象・事象を観察する（テーマの模索）」は，すでにミョウバンを

題材（テーマ）と決めている。次の「課題（問い）を設定して仮説を立てる」の段階から今

回は指導を行っており，探究学習①「ミョウバンの結晶づくり（仮説を立てる）」では，ミョ

ウバンの結晶づくりにおける変数を見つけ，そのうち入力変数と出力変数を設定してそれら

の間にどのような関係性があるのか仮説を立てた。さらに「実験計画をもとに検証する」の

段階として，探究学習②「ミョウバンの結晶づくり（仮説を検証する）」を行い，仮説を検証

するためにどのような実験装置をつくり変数制御を正しく行うか計画を立て，実際に装置を

つくることを行った。本時の探究学習③「ミョウバンの結晶づくり（結果の考察）」では，で

きあがったミョウバンの結晶を各班で観察し，なぜそのような結果になったのか，正しく変

数制御ができていたか，実験計画は妥当なものであったかを考察し，次の実験に向けての改

善を考える。

（２）ミクロな視点での結晶の理解と粒子概念の獲得

 中学１年生理科Ⅰでは，１学期までは物理分野，２学期から化学分野を扱っている。現在

扱っている「水溶液の性質」「物質の状態とその変化」の節では，マクロな視点からミクロな

視点への転換すなわち粒子概念の獲得をひとつの目標としている。ここでは，粒子概念を以

下のように細分化し各単元で学習をしている。（細分化においては，お茶の水女子小研究グル

ープ（2011）の研究紀要を参考にした。） 
（ⅰ）物質はすべて小さな粒でできている。 （ⅱ）粒と粒の間は隙間である。

（ⅲ）粒は消滅したり生成したりしない。  （ⅳ）粒の質量は変わらない。

（ⅴ）粒の体積は変わらない。  （ⅵ）粒は熱運動をしている。

（ⅶ）粒は互いに引き合う性質がある。

（ⅰ），（ⅱ）は「水溶液の性質」，エタノールと水を混合した際の体積の変化の考察から，

（ⅵ），（ⅶ）は「物質の状態とその変化」，状態変化が温度によって可逆的に起こる理由の考

察から学習している。また，（ⅲ）～（ⅴ）については，中学２年生理科Ⅰの「化学史」にお

いて，ドルトンの原子説をはじめ基本的な化学の諸法則を扱う際に学習する。

ここで，固体，特に結晶について，中学化学ではマクロな視点での結晶の観察（形や大き

さなど）に留まることが多く，ミクロの視点で観察したときに構成粒子が規則正しく並んで

いることを中学化学で説明されることは少なく，高校化学の「結晶構造」まで解説を預けて

いる。結晶を理解する上で，（高校化学で扱うように）その構成粒子の配置の“規則性”や“対

称性”の理解が求められ，上記に加え「結晶の粒は規則正しく並んでいる」という粒子概念

の導入が必要である。

本時では，「結晶の粒は規則正しく並んでいる」という粒子概念の獲得をひとつの目標とし，

数学的にその並び方“規則性”や構成単位“対称性”を見つけ，それらの分類（仲間分け）

を行う。教材として３色のアクアビーズを用いて，生徒自身に二次元（平面）の紋様（結晶

配置をモデル化したもの）をつくらせその分類を行わせる。
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（３）本時における「学際的な学び」の位置づけ

  本時では，結晶配置をモデル化した二次元（平面）の紋様をつくりその分類を行う。分類

は中学１年生数学の図形の対称性の知識理解に基づく。本校では，毎年中学１年生の図形の

授業内で，平行移動・対称移動・回転移動とともにすべり鏡映を定義し，「紋様群」について

指導をしている。本時では，結晶学に立脚して化学的，数学的に結晶を学習し，多角的にも

のごとを考察する力を養い，創造性ある知識のネットワーク（知識網）を構築することを「学

際的な学び」と位置づけた。

７．本時の目標

〇ミョウバンの結晶づくりの実験結果を考察し，現象の説明や今後の展望・改善点を考える。

〇結晶では粒が規則正しく並んでいることを理解する。

〇結晶の並び方“規則性”や構成単位“対称性”を見つけ，それらの分類（仲間分け）を行う。

８．本時の【評価】

関心・意欲・態度 知識・理解・技能 思考・判断・表現

・自然現象を多角的な視点を

もって観察できる

・分類の基準を自ら設け，紋様

群の仲間分けを行うことがで

きる

・入力変数や出力変数を見つ

け，実験におけるそれらの制御

を正しく行える

・結晶のできかたや物質の物

理変化を理解している

・実験結果を考察し，現象

の説明や今後の展望・改善

点を考えることができる

・紋様の分類の基準を説明

できる

９．授業の流れ

学習内容・活動 指導上の留意点・【評価】

導入

５分

〇学習内容・ねらいの確認

授業プリント配布

各班でのミョウバンの結晶づくりにおける『問い』

と『仮説』を記入。

【知】入力変数や出力変数

を見つけ，実験におけるそ

れらの制御を正しく行える

展開①

１５分

〇ミョウバンの結晶づくり（観察）

各班で作成したミョウバンの結晶の観察し，実験結

果を考察。

 ↓

冬休みの宿題の告知

『ミョウバンの結晶づくり』

 今回得られた知見をもとに，各自でミョウバンの結

晶づくりを行う。

「仮説どおりになった・な

らなかった」だけでなく，

「なぜその結果になった

か」「どんな変数が影響した

か」「実験操作の改善点」な

どを考えさせる。

【思】実験結果を考察し，

現象の説明や今後の展望・
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改善点を考えることができ

る

展開②

２５分

〇結晶とは何か？

≪発問≫結晶とは何ですか？」

（教科書 p202） 
  結晶  →粒子の並びに“規則性”がある

アモルファス→粒子の並びに“規則性”がない

〇結晶を構成する粒子の“規則性”と“対称性”

・結晶の“規則性”と“対称性”を見つける

・「紋様（もんよう）」との関わり

→結晶の並びを「紋様」として見れば，数学的に結晶

の構造を表現することができる

◇活動『アクアビーズを使った紋様づくりと分類』

（１）２人１組で，３色のアクアビーズを使って紋様

をつくる（10 分程度） 
（２）各班がつくった紋様を分類する

≪発問≫「つくった紋様と同じ“仲間分け”をしまし

ょう。同じ仲間だと思う紋様の班を見つけてくだ

さい。」

（３）どのような観点で分類を行ったのか説明する

硝酸カリウム，氷，ミョウ

バンを例に，結晶とは何か

を考えさせる。

【知】結晶のできかたや物

質の物理変化を理解してい

る

原子の電子顕微鏡画像から

規則性を見出し，１学期の

図形（数学）で学んだ「紋

様」をの関わりに気付かせ

る

【関】自然現象を多角的な

視点をもって観察できる

分類の基準は生徒に設けさ

せる。同じ分類だと思った

紋様を集める。

【思】分類の基準を自ら設

け，紋様群の仲間分けを行

うことができる

【思】紋様の分類の基準を

説明できる

まとめ

５分

〇「結晶学」の紹介

17 種類の紋様群の分類の復習。 
結晶の性質を化学的・数学的など多角的に研究する

学問。

１０．使用教材  授業プリント，スライド，アクアビーズ（青，黄，緑）

教科書“未来へ広がるサイエンス１”，啓林館

１１．参考文献  平山令明（2012）“結晶とはなにか 自然が作る対称性の不思議”，講談社 
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理科〔地学科〕学習指導案 
授業者：南里 翔平 
日 時：2024 年 11 月 30 日（土）第４時限 
学 級：市川学園 市川中学校 2 年 7 組 
教 場：南館４階 ２年 7 組 HR 教室 

教 科 中学校 理科 II 地学分野 

単 元 大気大循環 

使 用 教 材 
教科書 啓林館『未来へ広がるサイエンス２』 
副教材 浜島書店『最新理科便覧』 

目 標 

① 世界各地のデータからその内容を読み取ろうとする。＜主体的に学習に取り組む態度＞
② 図や写真，イラストなどからその要点をつかむことができる。＜知識・技能＞
③ 得られているデータやモデルから科学的な推論ができる。＜思考・判断・表現＞
④ 大気や海洋が熱輸送を担っていることを，雨温図に関連させて理解する。＜知識・技能＞

学 習 
指 導 要 領 

中学校学習指導要領 理科 
(4) 気象とその変化 (ウ) 日本の気象  ○イ 大気の動きと海洋の影響

気象衛星画像や調査記録などから，日本の気象を日本付近の大気の動きや海洋の影響に関連
付けて理解すること。 

中学校学習指導要領 社会 
〔地理的分野〕（1）世界の様々な地域 ア 世界の地域構成 
 地球儀や世界地図を活用し，緯度と経度，大陸と海洋の分布，主な国々の名称と位置，地域区分
などを取り上げ，世界の地域構成を大観させる。 

指 導 計 画 
(全 8 時間) 

第 0 時※中間考査以前：大気の組成，層構造，飽和水蒸気量，断熱変化，雲の発生 
第 1 時 天気図概説：風向，風力，天気，気圧，気温を記号で描く 
第 2 時 等圧線：地図上の値を基に等値線（等圧線）を引く，小テストにより定着を確認する 
第 3 時 天気図の作図①：気象通報の原稿を読んで冬型の気圧配置の天気図を作図する 
第４時 天気図の作図②：気象通報を聞いて冬型の気圧配置の天気図を作図する 
第５時 低気圧と前線：温帯低気圧，熱帯低気圧，温暖前線，寒冷前線，停滞前線，閉塞前線 
第６時 大気大循環：ハドレー循環，赤道低圧帯，中緯度高圧帯，偏西風波動 
第７時 ＜本時＞気候区分と大気大循環：世界各地の雨温図を原理に基づいて考える 
第８時 日本の天気：冬，春，梅雨，夏，台風，秋を天気図から読み取る 

指 導 上 の 
立 場 

○ 単元観［教材観］
気候区分には様々なものが考案されている。1918 年にドイツの気候学者 W. Köppen は，降水

や気温などの気候を総合的に反映する，植物分布を骨格とした気候区分（いわゆる「ケッペンの
気候区分」）を発表した。Köppen はまず地球の気候を樹木気候と無樹木気候に分け，気温と降水
量を組み合わせた指標により，世界を 5 気候帯 12 気候区に分類した。ただしこれは植生という一
つの結果から考案された区分であり，成因に基づいた区分ではないとの指摘もある。 
地学分野では地球の大気について，その原理を取り扱っている。例えば大気大循環は低緯度地

域と高緯度地域の熱収支のアンバランスに起因して生じている対流であり，地球の自転によりコ
リオリの力が生ずることにより，種々の風向はその影響を受けていることなどを紹介している。
一方，地理分野では雨温図を用いて世界の気候区について考え，気候区毎の植生分布から主な

農産物を考え，地域の多様性について学んでいる。ここで，地学分野では全球平均の気温や降水
量について考えることはあっても，雨温図に示されるような世界の地域毎の気温や降水量につい
て取り扱うことはほぼない。 
そこで本時では，これまでに地学分野の授業で紹介した大気大循環モデルを基に，地理分野で

学んだ世界の気候区がどのような原理に基づいて成り立っているのかを考えることで，ケッペン
の気候区分に対して成因的理解を促すことを目的とする。また，雨温図の読解を進めながら，グ
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ラフ（graph）は任意の値を図形として表現されているものであるから，表現されている図形の違
いが成因的な違いに起因していることも理解させたい。
○ 生徒・学級の実態［学級観］
市川中学校 2 年 7 組は男子 25 名，女子 17 名の学級である。授業に対して意欲的に参加してい

る生徒も多く，授業内の質問や生徒同士の対話も多い。しかし積極的に参画している生徒は一部
に限定することもでき，漠然と授業に参加している生徒も少なくない。作図や計算などの実習に
は多くの生徒が主体的に取り組んでくれることから，そのような活動も取り入れる展開としたい。 
また，市川中学校に入学する生徒は中学入試対策のために通常の中学生以上の知識を身につけ

ているが，その原理まで理解している生徒は見られない。一定程度の知識を有している生徒群だ
からこそ，それを利用した考察を行うことで自然現象の原理を理解し，考える力をつけさせられ
るような授業展開としたい。 
○ 指導上の基本方針や留意点［指導観］
市川中学校の地学の指導では１年次で火山噴出物や化石，地形など，現象を観察し，記載する

ことに重点を置いている。２年次ではプレートや大気など，学齢が進むに従ってそれまでよりも
スケールの大きな現象を扱っている。本時で扱う内容は中学校の地理分野と地学分野に跨がる学
際的なものである。既習事項を確認しながら，地理と地学の Bridging（橋渡し）を図ることで，
学問はその境界領域にも面白さがあることを体感してもらいたい。

第 ７ 時 案 
本時の目標 地理と地学の Bridging；気候区分が大気や海洋の作用により成り立っていることを理解する 

学習活動・内容 指導上の留意点 評価基準 

導 

入 

︵
10
分
︶

① 前時，大気大循環の復習
② ケッペンの気候区分の 5 気候

帯の確認

風系や気候区分を覚えておく必要はな
い。本時の目的としてもグラフを読み，
既習内容から考察ができればよい。 

授業中の様子から評価する。 

展 
開
︵
35
分
︶ 

① 世界各地の雨温図を見て該当
の地域がどこか考える。

② B：乾燥気候が中緯度に現れ
るかを考える。

③ A：熱帯気候が低緯度に現れ
る理由を考える。

④ BW：砂漠気候が大陸の内陸
から西岸に見られる理由を考
える。

⑤ Cfa：温暖湿潤気候と，Cfb：
西岸海洋性気候の違いを考え
る。

① 個人活動の後，班別の活動とする。 
② B 気候が中緯度に現れる理由とし

てハドレー循環を取り上げ，断熱
圧縮による温度上昇とそれに伴う
乾燥を確認する。

③ 放射収支とハドレー循環により赤
道付近に収束帯が形成されること
を確認する。

④ BW 気候が大陸東岸に現れない理
由として，大陸と海洋の比熱差か
らモンスーンについて考える。

⑤ 熱輸送システムとして海流も寄与
していることを改めて紹介する。

発問に対する回答から評価
する。 
次々回に小テストを実施し，
内容の定着度合いを確認す
る。 

ま
と
め

︵ 

５
分 

︶ 

気候区分は大気や海洋の作用に
より成り立っていることを理解
する。 

グラフの読み取りとその結果を成因と
対応させることができたか確認する。 

「もっと学びたい」という意
欲を持つことができたか。授
業後の様子から確認する。 

授 業 評 価 
授業中の生徒の反応，および作成されたノートから判断する。 
小テストや定期考査において，定着度合いを確認する。 

参 考 文 献 
保坂直紀（2023）『地球規模の気象学』．講談社. 
小倉義光（1999）『一般気象学〔第２版〕』．東京大学出版会． 
下村彦一（1930a）『ケッペンの気候地図（上）』．地理学評論，6，2，pp.103-112. 
武井正明・武井明信（2007）『図解・表解 地理の完成』．山川出版社． 
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43

0
⾼

校
２

年
43

0
⾼

校
３

年
Cl

as
s

Gr
ad

e

8 
cla

ss
中

学
１

年

8 
cla

ss
中

学
２

年

8 
cla

ss
中

学
３

年

11
 c

la
ss

⾼
校

１
年

⽂
系

Cl
as

s
理

系
Cl

as
s

Gr
ad

e

5c
la

ss
理

⽂
合

併
含

む
8c

la
ss

理
⽂

合
併

含
む

⾼
校

２
年

（
全

11
ク

ラ
ス

）

5c
la

ss
理

⽂
合

併
含

む
7c

la
ss

理
⽂

合
併

含
む

⾼
校

３
年

（
全

12
ク

ラ
ス

）

3

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

12
th
18

ye
ar

s 
ol

d
11

th
17

ye
ar

s 
ol

d
10

st
16

ye
ar

s 
ol

d
Gr

ad
e(

Ap
ril

)

2〜
3

3
3

現
代

⽂
・

構
造

読
解

Ⅰ
Ⅱ

3
3

3
古

典
6〜

7
6

7
数

学
Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

AB
C

8
7

6
理

科
基

礎
（

物
･化

･⽣
）

物
理

･化
学

･⽣
物

（
3）

2
2

地
歴

・
地

理
AL

（
3）

0
2

公
⺠

3
3

3
保

健
体

育
2

0
0

芸
術

0
0

2
情

報

0
2

0
市

川
サ

イ
エ

ン
ス

（
課

題
研

究
）

6
5 1

5 1
英

語
ﾌﾟ

ﾚｾ
ﾞﾝ

ﾃｰ
ｼｮ

ﾝ英
語

Ⅰ
Ⅱ

0
2

0
家

庭
4

課
題

研
究

は
⾼

2理
系

⽣
徒

26
3名

必
修

1 2

3 4
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課
題
研
究
に
関
す
る
教
員
の
動
き

経
営

会
議

SS
H部

⻑

課
題

研
究

各
曜

⽇
担

当
者

⽉
曜

⽇
15

名
⽕

曜
⽇

10
名

⽔
曜

12
名

⾦
曜

⽇
13

名
（

物
・

化
・

⽣
・

地
・

数
）

理
科

国
語

科
⾔

語
教

育

数
学

科
数

学
科

解
析

の
授

業

英
語

科
圧

倒
的

基
礎

基
礎

⼒
涵

養

SS
H部

13
名

課
題
研
究
指
導
の
現
状
（
20
24
年
）

⾦
曜

⽔
曜

⽕
曜

⽉
曜

曜
⽇

2
2

1
2

ク
ラ

ス

77
76

38
68

⽣
徒

数

地
⽣

化
物

数
⽣

化
物

数
⽣

化
物

地
⽣

化
物

数
分

野

3
14

16
28

4
21

13
25

2
9

8
14

2
10

7
24

9
テ

ー
マ

数

1
3

4
4

1
3

4
4

1
3

3
4

1
4

4
4

2
担

当
教

員
数

13
12

10
15

担
当

教
員

合
計

7

SS
H部

校
⻑

副
校

⻑

理
事

⻑
・

学
園

⻑ 法
⼈

本
部

⻑
・

事
務

⻑

【
教

育
経

営
会

議
】

教
職

員
会

議
部

⻑
主

任
会

議

【
校

務
部

会
】

【
教

科
】

【
学

年
】

教
務

部

総
務

部

進
路

指
導

部

国
際

教
育

部

広
報

部

⽣
徒

指
導

部

⽣
徒

⾏
事

部
第

三
教

育
部

⽣
徒

表
彰

海
外

研
修

⼟
曜

講
座

Ic
hi

ka
wa

 
Ac

ad
em

ic 
Da

y

推
薦

⼊
試

教
育

課
程

国
語

科
社

会
科

⽣
活

⽂
化

科

数
学

科
理

科
英

語
科

保
健

体
育

科

教 科 横 断 型

授 業 の 開 発

中
学

1年
中

学
2年

中
学

3年
⾼

校
1年

⾼
校

2年
⾼

校
3年

科
学

の
甲

⼦
園

Jr.

推
薦

⼊
試

課
題

研
究

テ
ー

マ
設

定
コ

ン
テ

ス
ト

保
健

室
教

職
員

研
修

委
員

会

研
究

倫
理

授
業

評
価

体
験

講
座

教
育

研
究

部
研

究
紀

要

構
造

読
解

地
理

AL

市
川

サ
イ

エ
ン

ス

ﾌﾟ
ﾚｾ

ﾞﾝ
ﾃｰ

ｼｮ
ﾝ英

語

SS
H運

営
指

導
委

員
会 課

題
研

究
指

導
の

べ
50

名

課
題
研
究

の
取

り
組

み

•
「
市
川
サ
イ
エ
ン
ス
」
（
⾼
2理

系
）

–
週
２
時
間
授
業

–
ほ
ぼ
1年

間
で
課
題
研
究
に
取
り
組
む

4⽉
12

⽉

構 想 発 表 会

中 間 発 表 ︵ ⼝ 頭 ︶ 11
⽉

3⽉ポ ス タ ổ 発 表

論 ⽂ 作 成

研 究 の 開 始

テ ổ マ 設 定

⽂ 献 調 査

6⽉

実 験
ま と め

⾼
1

⾼
2

5 6

7 8
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学
際
研
究
と
は
何
か

•１
つ

の
学

問
分

野
で

は
解

決
が

困
難

な
研

究
領

域
に

対
し

て
、

２
つ

以
上

の
学

問
分

野
を

統
合

し
て

学
問

横
断

的
に

進
め

て
⾏

く
研

究
•本

校
の

SS
Hの

⽬
標

の
⼀

つ
が

「
学

際
的

研
究

の
促

進
」

⼈
⼯

衛
星

の
開

発

機
械

⼯
学

通
信

⼯
学

天
⽂

学
地

球
物

理
学

⽣
理

学

（
講

義
資

料
よ

り
）

い
ま
学
際
研
究
が
注
⽬
さ
れ
て
い
る

①
社

会
課

題
の

多
く

は
学

際
研

究
で

し
か

解
決

で
き

な
い

例
：

気
候

変
動

対
策

（
国

⽴
環

境
研

究
所

作
成

）

問
題

解
決

に
必

要

い
ま
学
際
研
究
が
注
⽬
さ
れ
て
い
る

②
未

知
の

研
究

分
野

と
し

て
の

境
界

領
域

例
：

認
知

科
学

（
⼈

の
知

の
は

た
ら

き
や

性
質

は
ど

の
よ

う
に

⽣
じ

て
い

る
の

か
）

→
現

代
の

ロ
ボ

ッ
ト

研
究

に
つ

な
が

る

新
た

な
価

値
の

創
造

へ
の

期
待

本
校
で
の
例
（
20
22
年
度
⾼
2）

バ
ナ

ナ
の

茎
を

使
っ

た
除

菌
テ

ィ
ッ

シ
ュ

「
バ

ナ
ナ

ワ
イ

プ
」

背
景

：
廃

棄
さ

れ
る

バ
ナ

ナ
の

茎
→

多
量

の
CO

2発
⽣

バ
ナ

ナ
シ

ー
ト

の
作

製

シ
ー

ト
の

強
度

測
定

抗
菌

効
果

の
測

定

製
品

化
に

よ
る

経
済

効
果

の
試

算
化

学
的

⼿
法

物
理

的
⼿

法
⽣

物
的

⼿
法

商
学

的
⼿

法

9 10

11 12
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学
際
研
究
へ
と
発
展
さ
せ
る
に
は

•テ
ー

マ
・

⽬
標

を
明

確
に

決
め

る
•テ

ー
マ

を
解

決
す

る
⽅

法
に

つ
い

て
（

分
野

に
と

ら
わ

れ
ず

に
）

考
え

る
•担

当
の

先
⽣

と
議

論
す

る
（

相
談

す
る

）

学
際

研
究

を
⽬

標
に

す
る

必
要

は
な

い
ま

ず
は

⾃
分

の
テ

ー
マ

を
し

っ
か

り
と

決
め

る
こ

と
他

分
野

へ
の

ア
ン

テ
ナ

を
常

に
張

っ
て

お
く

•他
分

野
の

助
⾔

が
必

要
な

場
合

、
該

当
す

る
分

野
の

先
⽣

に
相

談
•同

級
⽣

と
も

研
究

テ
ー

マ
に

つ
い

て
情

報
交

換
す

る

【
学

際
的

な
研

究
の

推
進

】
•課

題
研

究
で

は
、

全
員

が
⼀

カ
所

に
集

ま
っ

て
活

動
→

昨
年

度
ま

で
は

分
野

ご
と

に
実

験
室

に
分

か
れ

て
活

動
→

異
分

野
の

教
員

・
⽣

徒
が

交
流

で
き

る
場

•研
究

分
野

を
「

系
・

分
野

・
分

科
・

細
⽬

表
」

か
ら

選
択

→
横

断
的

な
分

野
へ

の
意

識
づ

け

14

⿊
 

 
板

物
理

数
学

⽣
物

化
学

地
学

多
⽬

的
ホ

ー
ル

で
の

分
野

ご
と

の
配

置

発
表

会
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
⼀

部

学
際

的
な

研
究

に
取

り
組

む
た

め
の

⼟
台

づ
く

り
（

課
題

研
究

の
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
）

•課
題

研
究

を
意

識
し

た
授

業
実

験
→

⽣
徒

が
変

数
を

設
定

し
て

実
験

・
参

考
⽂

献
の

引
⽤

⽅
法

の
指

導
・

実
験

デ
ー

タ
の

数
学

的
処

理
•フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
（

中
学

）
→

地
学

巡
検

・
⼤

町
観

察
会

•観
察

を
主

体
と

し
た

授
業

（
中

学
）

•課
題

研
究

指
導

研
修

(教
員

)(5
/2

9→
ポ

ス
タ

ー
作

成
，

10
/2

2→
ス

ラ
イ

ド
作

成
，

12
/1

1→
論

⽂
添

削
)

15

【
市

川
モ

デ
ル

の
発

信
】

•課
題

研
究

指
導

資
料

の
作

成
→

指
導

法
の

テ
キ

ス
ト

化
へ

の
準

備
•課

題
研

究
教

員
情

報
交

換
会

の
開

催
(6

/1
4,

11
/2

9)
→

1年
間

の
中

で
複

数
開

催
し

、
そ

の
時

ま
で

の
指

導
に

つ
い

て
情

報
を

提
供

•授
業

研
究

会
（

11
/3

0）
「

学
際

的
な

学
び

と
は

」
→

SS
Hを

通
し

て
⾏

っ
て

き
た

授
業

改
善

の
成

果
を

⾒
て

頂
く

•⾼
校

⽣
地

学
研

究
発

表
会

(7
/1

9)
→

全
国

的
な

地
学

研
究

の
活

性
化

を
⽬

指
す

•J
ou

rn
al

 o
f P

ro
je

ct
 R

es
ea

rc
h,

 Ic
hi

ka
wa

 H
ig

h 
Sc

ho
ol

 (J
PR

I)の
発

⾏
(1

2⽉
)→

本
校

の
課

題
研

究
の

実
例

を
紹

介
16

13 14

15 16
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本日は SSH授業研究会にご参加いただき、ありがとうございます。 
ご多忙の折恐縮ですが、アンケートへのご協力をお願い申し上げます。 
いただいた回答や個人情報は、厳重に保管いたします。 
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